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14)  渡辺行雄：メニエール病診療の最近の動向．第 10 回埼玉県めまい・難聴研究会，2011，2，24，大宮．（招待講演） 
15)  渡辺行雄：内耳性めまい．市民公開講座 病気のシグナル vol.1，2011，2，26，富山． 
16)  渡辺行雄：メニエール病診療ガイドラインについて．第 55 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，2011，3，
3，富山．（招待講演） 
17)  渡辺行雄：音と言葉を聞く仕組み・聞こえの病気．第 56 回耳の日公開講座，2011，3，6，富山． 
18)  小林健二：生活習慣と耳の病気．第 56 回耳の日公開講座，2011，3，6，富山． 
19)  渡辺行雄：メニエール病診療 最近の話題．第 20 回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学研究会，2011，4，23，奈良．（招待
講演） 
20)  浅井正嗣：緊急時の気道確保について．真生会富山病院医局セミナー，2011，5，17，富山．（招待講演） 




23)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．平成 23 年度富山第一銀行奨学財団研究助成セミナ
ー 研究成果発表会，2011，6，7，富山． 




26)  渡辺行雄：体のバランスとめまい．糸魚川市民健康講座，2011，9，3，糸魚川．（招待講演） 
27)  渡辺行雄：メニエール病の最近の話題－診療ガイドラインを中心に－．第 17 回東海メニエール病研究会，2011，9，
10，名古屋．（招待講演） 
28)  浅井正嗣：声の異常さまざま．市民公開講座 病気のシグナル vol.3，2011，9，10，富山． 
29)  渡辺行雄：メニエール病診療最近の動向－診療ガイドラインを中心に－．第 11 回 KENTOB 会，2011，9，24，大阪．
（招待講演） 
30)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．コラボフェスタ 2011，2011，9，28，富山． 
31)  渡辺行雄：めまいの治療－難治例を中心に－．第 64 回御茶ノ水耳鼻咽喉・頭頸科治療研究会，2011，9，29，東京．
（招待講演） 
32)  渡辺行雄：メニエール病診療最近の動向－診療ガイドラインを中心に－．第 34 回宮崎県耳鼻咽喉科懇話会，2011，
10，13，宮﨑．（招待講演） 
33)  藤坂実千郎：聴覚医学会の興味ある演題について．第 250 回富山県聴覚障害研究会，2011，11，9，富山．（招待講
演） 
34)  伏木宏彰：外来で行える前庭機能検査法の実際と意義について．第 58 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，
2011，11，10，富山．（招待講演） 
35)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．とやま産学官金交流会 2011，2011，11，25，富山． 
36)  藤坂実千郎：補聴器調整の原則．第 3 回日本耳鼻咽喉科学会補聴器相談医資格更新のための講習会，2011，11，27，
富山．（招待講演） 
37)  渡辺行雄：耳鼻咽喉科学史について．第 59 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，2011，12，15，富山．（招
待講演） 
